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み
か
ん
の
季
節
（
愛
媛
県
伊
方
町
）

　

地
方
に
講
演
な
ど
で
旅
す
る

と
、
田
舎
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
美

し
い
景
観
、
人
と
自
然
の
の
び
や

か
な
生
き
方
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
、
無
性
に
う
れ
し
く
な
る
。

身
も
心
も
ノ
ビ
ノ
ビ
し
て
、楽
し
い
。日
本

の
美
し
さ
は
、
も
は
や
地
方
の
小
都
市
か
農

村
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
痛
感
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
国
内
観
光
が
不
振
な
の

は
、
理
由
が
な
い
訳
で
は
な
い
。旅
の
途
中

の
美
し
い
景
観
に
心
和
み
な
が
ら
、
い
ざ
目

的
地
に
着
い
て
み
る
と
、
大
抵
は
ガ
ッ
カ
リ

と
な
る
。現

代
人
が
求
め

て
い
る
も
の

と
の
、
大
き

な
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
か
ら

だ
。

　

ま
ず
第
一

に
、
宿
泊
施
設
の
外
観
が
、
ぶ
ざ
ま
で
あ

る
。
内
部
は
大
変
に
美
し
く
、
借
景
な
ど

は
見
事
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
建
物
外
か
ら
見
た
き
わ
め
て
不
細
工

で
、
自
然
と
の
調
和
を
い
ち
じ
る
し
く
欠

い
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
た
ん
な

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
遠
慮
会
釈
な
く

立
ち
並
び
、
土
地
の
美
し
い
自
然
景
観
を

ブ
チ
壊
し
に
し
て
い
る
。
旅
人
の
神
経
を

逆
な
で
に
す
る
、
目
を
覆
わ
ん
ば
か
り
の

光
景
も
珍
し
く
は
な
く
、
こ
れ
で
は
何
の

た
め
に
は
る
ば
る
旅
し
て
き
た
の
か
分
か

ら
な
く
な
る
。

　

有
名
温
泉
地
な
ど
が
い
ま
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
る
第
一
の
理
由
が
、
大
都
市
並

み
の
こ
の
「
汚
さ
」
に
あ
ろ
う
。
旅
人
に

限
ら
ず
、
現
代
人
が
幸
せ
の
条
件
と
し
て

何
よ
り
も
求
め
て
い
る
の
が
、
目
耳
鼻
口

手
足
に
と
っ
て
の
、「
美
し
さ
」
だ
か
ら
で

あ
る
。

　

第
二
に
地
方
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、

食
事
の
「
不
味
さ
」
で
あ
る
。
地
産
地
消

と
か
有
機
農
法
の
考
え
が
行
き
わ
た
り
、

そ
の
ぶ
ん
、
都
会
人
は
地
方
の
「
お
い
し

さ
」
を
楽
し

み
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
現

実
に
旅
人
の

前
に
出
さ
れ

る
料
理
は
、

大
抵
は
期
待

外
れ
で
あ
る
。

生
の
ま
ま
、
材
料
の
ま
ま
な
ら
お
い
し
い

の
だ
と
思
う
が
、
い
っ
た
ん
調
理
の
手
が

加
わ
る
と
、
折
角
の
お
い
し
さ
が
消
え
て

し
ま
う
。
優
れ
た
調
理
技
術
に
乏
し
い
か

ら
で
あ
る
。
こ
と
に
東
京
の
食
が
、
世
界

の
最
高
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
今
日
、
そ
の
格
差
に
は
歴
然
た
る
も
の

が
あ
る
。

　

市
町
村
ご
と
に
景
観
条
例
を
作
る
と
と

も
に
、
一
流
プ
ロ
に
よ
る
食
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
。
そ
こ
か
ら
、
活
性
化
と

繁
栄
へ
の
道
が
お
の
ず
と
開
か
れ
よ
う
。
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過
疎
地
域
の
市
町
村
数
は
平
成　

年
４

１６

月
１
日
現
在
、
１
、
１
６
７
団
体
（　

市
、

６８

７
５
２
町
、
３
４
７
村
）
あ
り
、
全
市
町

村
数
の　

・
６
％
を
占
め
、
そ
の
面
積
も

３７

　

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
わ
が
国
の
総

１８面
積
の　

・
７
％
を
占
め
て
い
る
が
、
人

４９

口
は
７
７
１
万
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
６
・
１
％
と
少
な
い
。

◆
低
下
続
け
る
過
疎
地
域
人
口
の
割
合

　

過
疎
地
域
市
町
村
の
人
口
の
推
移
を
み

る
、
過
疎
問
題
が
顕
在
化
し
始
め
た
昭
和

　

年
に
は
１
、
３
０
４
万
人
で
、
総
人
口

３５の　

・
８
％
を
占
め
て
い
た
が
、
最
初
に

１３
過
疎
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和　

年
に
は

４５

９
・
６
％
に
、
振
興
法
が
施
行
さ
れ
た
同

　

年
に
は
７
・
５
％
に
、
活
性
化
法
が
施

５５行
さ
れ
た
平
成
２
年
に
は
６
・
４
％
に
、

そ
し
て
、
自
立
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
同

　

年
に
は
７
１
３
万
人
、
全
国
人
口
の

１２５
・
６
％
と
そ
の
割
合
が
年
々
低
下
。
さ

ら
に
、
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
平
成

　

年
に
は
４
・
９
％
、
同　

年
に
は
４
・

２２

３２

３
％
に
ま
で
低
下
す
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
の
人
口
増
減
率
は
、

昭
和　

〜　

年
は　

・
３
％
減
、
同　

〜

３５

４０

１１

４０

　

年
も　

・
３
％
減
と
大
き
か
っ
た
減
少

４５

１２

率
も
、
同　

〜　

年
に
は
３
・
７
％
減
に

５５

６０

ま
で
鈍
化
し
た
。
し
か
し
、
減
少
率
は
そ

の
後
再
び
上
昇
、
平
成
７
〜　

年
は
５
・

１２

４
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
市
町
村
別
に
み
る
と
、
５
年
間

で
人
口
が　

％
以
上
減
少
し
た
市
町
村

１０

は
、
ピ
ー
ク
の
昭
和　

〜　

年
に
は
８
２

４０

４５

１
団
体
も
あ
っ
た
が
、
同　

〜　

年
に
は

５５

６０

１
０
８
団
体
に
ま
で
減
少
。
し
か
し
、
平

成
７
〜　

年
で
も
１
０
２
団
体
、
過
疎
地

１２

域
市
町
村
の
８
・
７
％
あ
る
。
一
方
、
人

口
が
増
加
し
た
団
体
は
昭
和　

〜　

年
の

４０

４５

　

団
体
が
、
同　

〜　

年
に
は
１
１
６
団

１１

５５

６０

体
に
ま
で
増
え
た
。
し
か
し
、
昭
和　

〜
６０

平
成
２
年
に
は　

団
体
と
再
び
減
少
、
平

４２

成
７
〜　

年
は　

団
体
、
過
疎
地
域
市
町

１２

６０

村
の
５
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
人
口
の
増
減
要
因
を

み
る
と
、
人
口
は
昭
和　

〜　

年
度
ま
で

５６

６１

は
毎
年
約
８
万
人
減
少
、
昭
和　

〜
平
成

６３

３
年
度
は
毎
年
約　

万
人
以
上
減
少
、
平

１０

成
４
年
度
以
降
は
再
び
８
万
人
前
後
の
減

少
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
社
会
増

減
は
平
成
３
年
度
ま
で
は
毎
年
８
〜　

万
１１

人
の
減
と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成　

年
度

１０

以
降
は
毎
年
４
万
人
台
の
減
少
で
推
移
。

こ
れ
に
対
し
、
自
然
増
減
は
昭
和　

年
代

５０

に
は
毎
年
１
万
３
千
〜
１
万
５
千
人
の
増

と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
同　

年
に
は
６

６３

千
人
台
の
減
に
転
じ
、
以
降
、
平
成
元
年

度
か
ら
１
万
人
台
、
同
３
年
度
以
降
は
２

万
人
台
、
同
６
年
度
以
降
は
３
万
人
台
の

減
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成　

年
度
以
降
は

１０

４
万
人
台
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

平
成
15
年
度
版
　
過
疎
対
策
の
状
況 

平
成
15
年
度
版
　
過
疎
対
策
の
状
況 

〔
解
説
〕 

な
お
続
く
人
口
の
自
然
減
と
高
齢
化
の
進
行 

―
定
住
促
進
事
業
に
も
取
り
組
む
― 

　

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
平
成　

年
度
版
・
過
疎
対
策
の
現
況
」
を
ま

15

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
過
疎
地
域
で
は
、
昭
和　

年
の
緊
急
措
置
法

45

制
定
以
来
、
一
連
の
過
疎
対
策
に
よ
り
公
共
施
設
等
の
整
備
は
進
ん
だ
も

の
の
、
な
お
全
国
平
均
と
比
べ
大
き
な
格
差
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

急
激
な
人
口
減
少
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
社
会
減
に
加
え
て
自
然
減
の

重
み
が
増
し
、
高
齢
化
の
進
行
と
若
年
者
の
流
失
も
加
わ
り
、
依
然
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
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こ
の
結
果
、
過
疎
地
域

で
の
人
口
減
少
は
、
昭
和

　

年
度
以
前
は
自
然
増
を

６１上
回
る
社
会
減
に
よ
る
減

少
だ
っ
た
の
が
、
昭
和　
６３

年
度
以
降
は
社
会
減
と
自

然
減
に
よ
る
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
今

後
、
社
会
減
は
比
較
的
穏

や
か
に
な
る
と
み
ら
れ
る

が
、
自
然
減
は
構
造
的
な

た
め
人
口
減
の
要
因
と
し

て
ウ
エ
イ
ト
は
さ
ら
に
高

ま
る
と
み
ら
れ
る
。

◆
高
齢
者
割
合
が
急

速
に
増
加

　

ま
た
、
過
疎
地
域
人
口

を
年
齢
階
層
別
に
み
る

と
、
平
成　

年
と
昭
和　

１２

３５

年
を
比
べ
て
み
る
と
、

「
０
〜　

歳
」は
４
９
１
万

１４

８
千
人
か
ら
１
０
４
万
４

千
人
（　

・
８
％
減
）
に

７８

減
少
し
、
全
体
に
占
め
る

割
合
も　

・
６
％
か
ら　

・

３５

１３

５
％
に
大
き
く
低
下
。

「　

〜　

歳
」の
生
産
年
齢

１５

６４

人
口
も
７
９
２
万
８
千
人

か
ら
４
４
１
万
９
千
人

（　

・
３
％
減
）
に
減
少

４４し
て
い
る
。
た
だ
、
全
体

に
占
め
る
割
合
は　

・
４

５７

％
か
ら　

・
３
％
と
変
化

５７

は
な
い
も
の
の
、
う
ち

「　

〜　

歳
」
の
若
年
者
階
層
は　

・
２

１５

２９

２１

％
か
ら　

・
４
％
と
大
き
く
減
少
し
て
い

１３

る
。
そ
の
中
で
、「　

歳
以
上
」
の
高
齢
者

６５

は　

万
４
千
人
か
ら
２
２
４
万
８
千
人
と

９５
２
倍
以
上
に
増
加
。
全
体
に
占
め
る
割
合

も
６
・
９
％
が　

・
２
％
へ
と
大
幅
に
上

２９

昇
し
て
い
る
。

　

全
国
平
均
と
比
べ
て
み
て
も
、「
０
〜

　

歳
」
は
全
国
（　

・
６
％
）
に
比
べ

１４

１４

１
・
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
だ
け
だ

が
、「　

〜　

歳
」
の
若
年
者
階
層
は
全
国

１５

２９

（　

・
２
％
）
に
比
べ
６
・
８
ポ
イ
ン
ト

２０低
く
、「　

〜　

歳
」
の
生
産
年
齢
人
口
も

１５

６４

全
国
（　

・
９
％
）
よ
り　

・
６
ポ
イ
ン

６７

１０

ト
下
回
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「　

歳
６５

以
上
」の
高
齢
者
は
全
国（　

・
３
％
）に
比

１７

べ　

・
９
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
っ
て
い
る
。

１１

　

ま
た
、「　

歳
以
上
」
の
高
齢
者
比
率
の

６５

推
移
を
み
る
と
、
昭
和　

年
か
ら
平
成　

４５

１２

年
ま
で
、
全
国
で
は　

・
２
ポ
イ
ン
ト
増

１０

加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
過
疎
地
域
で
は

　

・
０
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
全
国

１９と
の
差
も
次
第
に
広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
将
来
推
計
人
口
を
み
る
と
、
平
成　
３２

年
に
は
高
齢
者
比
率
が　

％
を
超
え
る
と

３５

予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
高
齢
者
比
率
を
市
町
村
分
布
で
み

る
と
、
昭
和　

年
に
は
高
齢
者
比
率
「　

６０

１５

〜　

％
未
満
」
が
６
２
０
団
体
と
過
疎
地

２０
域
市
町
村
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た

が
、
平
成　

年
に
は
「　

〜　

％
未
満
」

１２

２５

３０

が
４
５
２
団
体
で
最
多
と
な
り
、「　

〜
２５

　

％
」
未
満
が
７
割
を
占
め
て
い
る
。
ま

３５た
、
昭
和　

年
に
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
高
齢
者

６０

比
率
「　

％
以
上
」
が
平
成　

年
に
は　

４０

１２

７３

団
体
も
で
て
き
た
。

　

一
方
、
若
年
者
比
率
は
、
昭
和　

年
に

６０

は
「　

〜　

％
未
満
」
が
最
多
で　

・
６

１５

２０

４７

％
を
占
め
て
い
た
が
、
平
成　

年
に
は

１２

「　

〜　

％
未
満
」
が
最
多
と
な
り
、
平
成

１０

１５

　

年
に
は
８
１
４
団
体
と
、
過
疎
地
域
市

１２町
村
の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

「
５
〜　

％
未
満
」
も
、
昭
和　

年
の　

団

１０

６０

５２

体
が
平
成　

年
に
は
１
３
８
団
体
に
増

１２

加
、　

・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

１１

◆
な
お
残
る
社
会
基
盤
の
格
差

　

過
疎
地
域
市
町
村
の
財
政
規
模
は
小
さ

く
、
平
成　

年
度
の
１
団
体
当
た
り
歳
出

１４

額
は　

・
９
億
円
で
、
全
市
町
村
（
１
５

４７

８
・
８
億
円
）
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
力
指
数
も
０
・　

で
、
全
国

１９

平
均
の
０
・　

に
比
べ
著
し
く
低
い
。

４１

歳
入
（
構
成
比
）
を
み
る
と
、
地
方
税
の

割
合
は　

・
８
％
で
全
市
町
村
の　

・
０

１０

３５

％
に
比
べ
著
し
く
低
く
、
逆
に
、
地
方
交

付
税
は　

・
０
％
と
全
市
町
村
の　

・
２

４３

１７

％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
歳
出
で

は
、
農
林
水
産
費
の
割
合
が　

・
９
％
と

１２

全
市
町
村
の
３
・
９
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
ほ
か
、
公
債
費
も　

・
０
％
と
全

１６

市
町
村
の　

・
６
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

１２

ま
た
、
投
資
的
経
費
も　

・
４
％
と
全
市

２６

町
村
の　

・
７
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

１９

る
。
社
会
基
盤
の
遅
れ
か
ら
地
域
間
格
差

是
正
の
た
め
積
極
的
に
公
共
事
業
を
展
開

し
て
い
る
た
め
だ
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
道
路
の
整

備
状
況
（
改
良
率
）
を
平
成
２
年
と
同　
１２

年
と
で
比
べ
て
み
る
と
、
市
町
村
道
は

全国① 22.57.9 9.1 10.3 12.0 14.5 17.37.1
 

27.8

高齢者比率 過疎② 33.112.6 14.6 16.8 20.5 25.2 29.510.5
 

37.6

②－① 10.64.7 5.5 6.5 8.5 11.8 12.23.4
 

9.8

全国① 16.024.8 21.5 20.7 21.7 21.7 20.227.7
 

14.6

若年者比率 過疎② 11.118.9 17.3 15.1 13.7 13.3 13.319.3
 

9.8

②－① △　4.9△　5.9 △　4.2 △　5.6 △　8.0 △　8.4 △　7.0△　8.4
 

△　4.8

（備考）１．財団法人過疎地域問題調査会「過疎地域における短期的人口動向基礎調査報告書」（平成14年 3月 )による。 
２．平成12年以前の人口は国勢調査による。過疎地域は平成2年4月1日に公示された1,171市町村である。また、全国の将来推計人

口は、厚生労働省社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成14年 1月推計）」の中位推計による。過疎地域の将来
推計人口は、東京都三宅村を除く1,170市町村について、コーホート変化法を用いて推計したものである。 

H22S50 S55 S60 H2 H7 H12S45
 

H32区　　分 

 →推計値      実測値←     
（単位：％）  表．高齢者比率・若年者比率の推移 
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政 策
　

・
９
％
が　

・
１
％
に
、
都
道
府
県
道

３７

４６

も
同　

・
０
％
が　

・
２
％
に
そ
れ
ぞ
れ

５９

６６

上
昇
す
る
な
ど
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
い

る
が
、
非
過
疎
地
と
比
べ
る
と
平
成　

年
１２

で
も
市
町
村
道
は
６
・
７
ポ
イ
ン
ト
、
都

道
府
県
道
は　

・
６
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ

１３

下
回
っ
て
い
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
格
差

が
あ
る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
市
町
村
の
庁
舎
か
ら

広
域
市
町
村
圏
の
中
心
市
街
地
ま
で
の
自

動
車
に
よ
る
所
要
時
間
で
も
、「
１
時
間

以
内
」
が
昭
和　

年
に
は　

・
９
％
だ
っ

６０

８２

た
の
が
平
成　

年
に
は　

・
７
％
に
増
え

１５

８７

て
い
る
も
の
の
も
、
な
お
、「
２
時
間
以

上
」
を
要
す
る
市
町
村
が
１
割
以
上
も

残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
活
環
境
や
福
祉
・
医
療
、

教
育
・
文
化
関
係
の
整
備
状
況
も
、
一
市

町
村
当
た
り
（
平
成　

年
度
）
で
み
る
と
、

１４

公
民
館
等
は
３
・
７
館
（
全
国
５
・
７
館
）、

体
育
館
数
は
１
・
４
館
（
同
２
・
１
館
）、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
０
・　

カ
所
（
同

３９

０
・　

カ
所
）、
上
水
道
普
及
率
は　

・

７２

８８

３
％
（
同　

・
７
％
）
な
ど
と
整
備
は
進

９７

ん
で
い
る
も
の
の
、
全
国
と
比
べ
依
然
格

差
が
残
っ
て
い
る
。
医
療
施
設
も
１
万
人

当
た
り
病
床
数
は
昭
和　

年
度
の　

・
５

４５

８０

床
が
平
成　

年
度
に
は
１
２
５
・
１
床
に

１４

増
え
て
い
る
が
、
依
然
、
全
国
平
均
よ
り

　

・
０
床
下
回
っ
て
い
る
。

２０◆
定
住
促
進
で
人
口
増
も

　

過
疎
地
域
市
町
村
を
支
え
て
い
る
集
落

機
能
の
低
下
も
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
集

落
は
、「
生
活
扶
助
機
能
」（
冠
婚
葬
祭
な

ど
）、「
生
産
補
完
機
能
」（
草
刈
り
等
）、

「
資
源
管
理
機
能
」（
景
観
・
文
化
等
の
維

持
管
理
等
）の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

過
疎
地
域
に
あ
る
約
４
万
９
千
の
集
落
の

う
ち
、
約　

％
で
は
集
落
機
能
の
維
持
が

１０

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ら
の
集
落
で
は
、
①
耕
作
放
棄
地
の
増
大

（　

・
７
％
）
②
獣
害
の
発
生
（　

・
７

６０

３９

％
）
③
管
理
放
棄
林
の
増
大
（　

・
２
％
）、

３６

が
み
ら
れ
る
ほ
か
、「
森
林
の
荒
廃
」「
伝

統
的
祭
事
の
衰
退
」「
棚
田
・
段
々
畑
等

の
景
観
の
荒
廃
」「
住
宅
の
荒
廃
」
な
ど

も
多
く
み
ら
れ
る
。
特
に
、
こ
の
よ
う
な

社
会
基
盤
等
の
荒
廃
は
、
山
間
地
・
中
間

地
の
集
落
で
多
く
、
高
齢
化
と
過
疎
化
が

進
む
奥
地
の
集
落
で
問
題
が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
平
成
７
〜　

年
に
は　

団
体
で

１２

８８

人
口
が
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
市
町
村
で

は
、
人
口
増
加
の
要
因
と
し
て
「
宅
地
分

譲
等
の
住
宅
整
備
」
を　

％
の
団
体
が
挙

７０

げ
て
い
る
ほ
か
、「
医
療
・
厚
生
福
祉
施
設

の
入
院
・
職
員
の
増
加
」（　

％
）、「
企

２５

業
立
地
等
に
よ
る
就
業
の
場
確
保
」（　
２４

％
）な
ど
を
要
因
に
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、

平
成
２
〜　

年
度
ま
で
に
過
疎
地
域
市
町

１４

村
で
は
３
万
５
、
２
７
８
区
画
の
宅
地
を

整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
過
疎
市
町
村
で
は
地
域
活
性
化

の
一
環
と
し
て
都
市
部
と
の
交
流
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
平
成　

年
度
調
査
に
よ

１４

る
と
、
全
体
の
８
割
が
「
連
携
・
交
流
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
回
答
。
具
体

事
業
で
は
、
農
業
体
験
や
そ
ば
打
ち
体
験

な
ど
「
都
市
住
民
へ
の
農
業
体
験
・
自
然

体
験
・
手
作
体
験
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ツ

ア
ー
実
施
」
が　

％
、
ふ
る
さ
と
交
流

４９

フ
ェ
ア
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
「
都
市
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
が　

％
、
姉
妹
都
市

４１

交
流
な
ど
「
特
定
の
都
市
自
治
体
と
の
継

続
的
な
各
種
交
流
」
が　

％
と
な
っ
て
い

３５

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
効
果
と
し
て
「
地

域
資
源
が
再
発
見
・
有
効
利
用
さ
れ
る
」

な
ど
の
効
果
を
挙
げ
る
市
町
村
が
多
い

が
、
同
時
に
、「
地
域
側
の
人
材
・
担
い

手
が
少
な
い
」「
魅
力
的
な
事
業
実
施
の
ア

イ
デ
ア
不
足
」
な
ど
も
「
課
題
」
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
自
治
日
報　

井
田
正
夫
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成　

年
度
（
第　

期
）「
緑

１７

１２

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
の
受
入
市
町
村

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
お
こ
し
を
推
進
す
る
全
国
の
市
町

村
に
、
農
林
業
、
酪
農
・
牧
畜
、
施
設

運
営
、
特
産
品
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
な
ど
の
手
伝
い
と
し
て
、
都
市
部

の
若
者
を
１
年
間
派
遣
す
る
も
の
で

す
。　

年
目
の
今
年
度
は
、
全
国　

市

１１

３３

町
村
で　

名
の
隊
員
が
地
域
お
こ
し
に

４４

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
・

総
務
省
・
文
部
科
学
省
や
、
全
国
町
村

会
は
じ
め
、
多
く
の
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
さ
れ
た
隊
員
は
、
様
々
な
手
伝

い
を
し
な
が
ら
地
域
住
民
と
の
交
流
を

図
り
、
隊
員
の
目
か
ら
見
た
そ
の
地
域

の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
都
市
部

で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を
通
し
て
、
自

分
自
身
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
貴
重
な

機
会
を
得
た
後
、
活
動
先
に
定
住
す
る

隊
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
緑
化

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

＜

募
集
要
綱＞

①
主
催：

特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
球

緑
化
セ
ン
タ
ー

②
後
援：

農
林
水
産
省
・
文
部
科
学
省
・

総
務
省
・
全
国
町
村
会
・
全
国
山
村
振

興
連
盟
な
ど

③
派
遣
期
間：
平
成　

年
４
月　

日

１７

１１

〜
平
成　

年
３
月　

日

１８

１６

④
主
な
活
動
分
野：
①
農
業
活
動
②
林

業
活
動
③
各
種
施
設
運
営
活
動
④
特
産

品
作
り
活
動
⑤
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
活
動

な
ど

⑤
申
込
締
切：

平
成　

年　

月　

日

１６

１１

３０

＜

問
い
合
わ
せ
先＞

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
４
―

０
０
２
８

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
２
―
７
―
４

清
水
ビ
ル
３
Ｆ
（
担
当：

北
川
・
金
井
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３
―

３
２
４
１
―

６
４
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
３
―

３
２
４
１
―

７
６
２
９

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://w
w
w
.kk.iij4u.or.jp/^gec

        
 
 
                    

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」受
入
先
町
村
を
募
集

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」受
入
先
町
村
を
募
集
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政 策

◆
生
涯
を
健
康
に

　

国
民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た
り
元
気

で
活
動
的
に
生
活
で
き
る
社
会
を
構
築
す

る
た
め
の
「
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
」

の
推
進
で
は
、
１
１
２
６
億
円
を
計
上
し

た
。
個
人
が
実
施
す
る
「
健
康
づ
く
り
」

へ
の
支
援
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
、
自
ら
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
保
健
師
な
ど
の
個
別
指
導
が

受
け
ら
れ
る
双
方
向
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
。
ま
た
、
運
動
や
食
生
活
面
で
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
に
関
す
る
指
針
を
策
定
し
た
り
、
飲

食
店
で
の
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に

対
す
る
支
援
を
行
う
。
生
涯
に
わ
た
る
健

康
づ
く
り
支
援
と
し
て
は
、
地
域
保
健
と

職
域
保
健
が
連
携
し
、
専
門
相
談
や
指
導

な
ど
、
保
険
者
に
よ
る
保
険
事
業
の
共
同

実
施
を
推
進
す
る
。
受
動
喫
煙
対
策
が
遅

れ
て
い
る
施
設
に
対
し
て
は
、
禁
煙
・
分

煙
指
導
を
強
化
す
る
。

　

健
康
診
断
に
関
し
て
は
、
効
果
的
な
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、

最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
診
項
目
の
重
点

化
、
健
診
の
精
度
管
理
、
健
診
デ
ー
タ
の

判
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、

同
時
に
そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。
個
別

の
対
策
で
は
、
糖
尿
病
の
予
防
に
重
点
を

置
い
た
栄
養
指
導
や
、
禁
煙
支
援
の
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
。
救
命
救
急

で
は
、
非
医
療
従
事
者
に
よ
る
自
動
対
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
っ
た
救
命

活
動
の
た
め
の
講
習
を
実
施
。
地
域
の
が

ん
医
療
水
準
の
向
上
と
地
域
格
差
の
縮
小

を
図
る
た
め
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点
整
備

を
進
め
る
と
同
時
に
、
が
ん
診
療
に
従
事

す
る
医
師
に
対
す
る
研
修
を
行
う
。

　

女
性
の
が
ん
対
策
で
は
、
罹
患
率
が
最

も
高
い
乳
が
ん
に
つ
い
て
、
受
診
率
の
向

上
と
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
目
的
で
、
乳

房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査
装
置
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
）
の
緊
急
配
備
を
図
る
。
整

備
台
数
は
５
０
０
台
。
ま
た
、
国
立
成
育

医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
女
性
特
有
の
体
や
心

の
病
気
に
関
す
る
診
療
や
研
究
の
情
報
を

一
般
向
け
に
発
信
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

構
築
に
取
り
組
む
。

　

介
護
予
防
対
策
の
推
進
に
関
し
て
は
、

既
存
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
介
護
予
防
拠
点
３

０
０
０
カ
所
の
改
修
費
な
ど
を
支
援
。
日

常
生
活
圏
域
で
高
齢
者
の
生
活
の
継
続
性

を
確
保
し
な
が
ら
、
適
切
な
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
。
同
時
に
、
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厚
生
労
働
省
の
平
成　

年
度
予
算

17

概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
総
額
で
前

年
度
当
初
比
5
・
3
％
増
の　

兆
2

21

6
7
3
億
円
と
な
っ
た
。
年
金
改
革

法
の
国
会
審
議
の
中
で
厳
し
い
批
判

を
受
け
た
、
年
金
保
険
料
を
給
付
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
社
会
保
険
事

務
費
と
、
無
年
金
障
害
者
に
対
す
る

給
付
金
制
度
に
必
要
な
経
費
の
取
り

扱
い
に
関
し
て
は
事
項
要
求
と
し
、

年
末
ま
で
の
予
算
編
成
過
程
で
検
討

す
る
。

　

地
方
税
財
政
の
三
位
一
体
改
革

で
、
地
方
六
団
体
か
ら
移
管
が
提
案

さ
れ
て
い
る
同
省
関
係
の
補
助
金
額

は
総
計
で
9
4
4
4
億
円
。
概
算
要

求
基
準
に
従
っ
て
、
義
務
的
経
費
は

年
末
ま
で
に
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

適
用
分
1
0
0
億
円
を
除
く
2
1
0

0
億
円
の
削
減
・
合
理
化
が
必
要
と

な
る
が
、
三
位
一
体
改
革
が
絡
み
、

「
現
状
は
ど
の
項
目
で
削
減
す
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
状
況
に
な

い
」（
会
計
課
）
と
し
て
い
る
。
社
会

保
障
関
係
の
内
訳
を
見
る
と
、
年
金

が
5
・
8
％
増
の
6
兆
1
6
4
1
億

円
、
医
療
が
5
・
5
％
増
の
8
兆
5

7
1
3
億
円
、
介
護
が
9
・
7
％
増

の
1
兆
9
6
6
2
億
円
な
ど
。

　
「
女
性
の
が
ん
緊
急
対
策
」
や
「
効

果
的
な
介
護
予
防
対
策
の
推
進
」
な

ど
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
の
推

進
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

な
ど
次
世
代
育
成
支
援
対
策
、
若
年

層
を
中
心
と
し
た
「
人
間
力
」
強
化

な
ど
に
力
点
を
置
い
た
。
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「
介
護
予
防
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
介
護
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
指
導
・
普
及
を
行

う
専
門
職
員
を
養
成
す
る
。
効
果
的
な
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
評
価
・
検
証

を
行
う
「
市
町
村
介
護
予
防
試
行
事
業
」

も
実
施
す
る
。
地
域
に
お
け
る
痴
呆
ケ
ア

で
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
へ

の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
痴
呆
介
護

の
専
門
職
員
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
管
理

者
に
対
す
る
研
修
、
主
治
医
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
専
門
医
の
要
請
な
ど
を
行
い
、
総
合

的
な
対
策
を
推
進
す
る
。

◆
総
合
施
設
、　

カ
所
で
モ
デ
ル
事
業

３０

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
で
は
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
「
総
合
施

設
」（
仮
称
）
は
、　

年
度
の
本
格
整
備

０６

を
前
に　

カ
所
で
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
。

３０

教
育
・
保
育
の
内
容
や
職
員
配
置
、
施
設

整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討

を
行
う
。
中
央
教
育
審
議
会
幼
児
教
育
部

会
と
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
の
合
同

検
討
会
議
の
中
間
ま
と
め
に
よ
る
と
、
総

合
施
設
は
０
―
５
歳
の
就
学
前
の
す
べ
て

の
子
ど
も
が
対
象
で
、
教
育
・
保
育
に
加

え
親
子
の
交
流
な
ど
子
育
て
支
援
の
場
を

提
供
す
る
。

　

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
関
連
し
て

は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
く
都
道
府
県
・
市
町
村
行
動
計
画
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
勤

務
時
間
短
縮
、
在
宅
就
業
の
普
及
な
ど
、

働
き
方
の
見
直
し
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
う
自
治
体
を
支
援
す
る
。
虐

待
防
止
で
は
、
出
産
後
間
も
な
い
時
期

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
養
育
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
、
育
児
・
家
事

の
援
助
や
、
具
体
的
な
育
児
に
関
す
る
技

術
指
導
を
行
う
「
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事

業
」
を
推
進
。
個
々
の
家
庭
の
抱
え
る
養

育
上
の
諸
問
題
の
解
決
を
図
る
。
児
童
相

談
所
の
機
能
も
強
化
。
夜
間
休
日
を
問
わ

ず
、
い
つ
で
も
虐
待
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
相
談
体

制
を
整
備
す
る
。

◆
合
宿
で
若
年
層
の
働
く
意
欲
喚
起

　

雇
用
関
係
で
は
、
若
年
者
対
策
に
力
点

を
置
い
た
。
若
年
層
に
関
し
て
は
、
働
く

意
欲
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、
無
業
者
が
増

え
て
い
る
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
す
る
国
民
各

層
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
政
府
や
経

済
界
、労
働
界
、自
治
体
が
参
加
し
た
国
民

会
議
の
開
催
や
国
民
運
動
を
展
開
す
る
。

　

フ
リ
ー
タ
ー
や
無
業
者
の
働
く
意
欲
を

喚
起
さ
せ
る
た
め
、「
若
者
自
立
塾
」
を
創

設
。合
宿
形
式
に
よ
る
集
団
生
活
の
中
で
、

生
活
訓
練
や
労
働
体
験
を
通
じ
て
、
職
業

人
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
能
力

の
獲
得
、
勤
労
観
の
醸
成
を
図
る
。ま
た
、

拠
点
を
設
置
し
て
若
年
者
の
参
集
を
待
つ

従
来
の
手
法
を
見
直
し
、
若
年
者
が
集
ま

り
や
す
い
場
所
に
出
向
き
、
情
報
提
供
や

相
談
な
ど
を
実
施
。さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
て
、
地

域
に
お
け
る
若
年
者
に
対
す
る
職
業
的
自

立
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
。民
間
事

業
者
を
活
用
し
て
、
職
業
意
識
啓
発
、
職

場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

基
礎
的
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得
を
図
る

た
め
の　

日
間
程
度
の
講
座
を
開
き
、
早

１０

期
就
職
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
行
う
。

　

ま
た
、
若
年
の
雇
用
保
険
受
給
者
を
対

象
に
、
再
就
職
に
向
け
た
求
職
活
動
計
画

を
個
人
ご
と
に
作
成
し
、
重
点
的
に
相

談
・
援
助
を
行
う
。
中
小
企
業
で
の
若
年

労
働
者
の
職
場
定
着
を
促
す
た
め
に
は
、

地
域
の
業
界
団
体
が
主
体
と
な
っ
た
若
年

労
働
者
の
相
互
交
流
、
企
業
の
人
事
管
理

者
を
対
象
と
し
た
講
習
な
ど
を
実
施
す

る
。　

年
度
か
ら
導
入
し
た
、
企
業
実
習

０４

と
教
育
訓
練
を
一
体
的
に
実
施
す
る
「
日

本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
も
、

若
年
者
向
け
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
受
講
希
望
の
受
付
を
始
め
る

な
ど
、
拡
充
を
図
る
。

　

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
改
善
で
は
、
自

治
体
と
連
携
し
た
事
業
の
強
化
が
目
立

つ
。
ま
ず
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
造
の

た
め
の
構
想
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
市
町

村
に
対
し
て
は
、
専
門
家
の
あ
っ
旋
・
助

言
や
参
考
と
な
る
成
功
事
例
の
紹
介
な
ど

に
よ
り
、
企
画
・
構
想
段
階
か
ら
支
援
を

行
う
。
加
え
て
、
雇
用
機
会
が
少
な
い
地

域
で
、
雇
用
創
造
に
自
発
的
に
取
り
組
む

市
町
村
が
提
案
し
た
、
雇
用
機
会
の
創

出
、
能
力
開
発
、
情
報
提
供
、
相
談
な
ど

の
事
業
の
中
か
ら
、
コ
ン
テ
ス
ト
方
式
で

雇
用
創
造
効
果
が
高
い
も
の
を
選
抜
。
当

該
市
町
村
に
事
業
実
施
を
委
託
す
る
。
地

域
の
雇
用
創
出
支
援
の
た
め
、
市
町
村
が

自
ら
選
ん
だ
重
点
産
業
で
創
業
す
る
人
に

対
し
、
新
規
創
業
や
雇
用
な
ど
の
点
で
助

成
を
行
う
事
業
も
創
設
す
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援
で
は
、
求

職
者
ご
と
の
事
情
に
配
慮
。会
社
都
合
に

よ
る
離
職
者
や
自
営
廃
業
者
で
か
つ
家
計

の
担
い
手
で
あ
る
求
職
者
に
対
し
て
は
、

再
就
職
に
向
け
た
求
職
活
動
計
画
を
個
人

ご
と
に
作
成
し
、
個
別
の
相
談
を
行
う
。

さ
ら
に
、
早
期
再
就
職
の
緊
急
度
が
高
い

求
職
者
に
は
、
専
門
の
支
援
員
が
求
人
開

拓
か
ら
就
職
に
至
る
一
貫
し
た
き
め
の
細

か
い
就
職
支
援
を
実
施
す
る
。ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
申
し
込
ん
だ
求
人
が
未
充
足
の
事
業

主
に
対
し
、
求
職
者
情
報
の
提
供
、
事
業

所
見
学
会
な
ど
、
求
人
充
足
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
徹
底
す
る
。希
望
す
る

求
人
の
範
囲
が
極
端
に
狭
か
っ
た
り
、
範

囲
が
特
定
で
き
な
い
な
ど
の
求
職
者
に

は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
を
通
じ
、
効

果
的
な
求
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
留
意
事

項
の
提
供
、
求
人
が
多
く
就
職
可
能
性
が

高
い
業
種
や
職
種
へ
の
求
職
活
動
の
方
針

転
換
の
促
進
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

◆
生
活
圏
単
位
で
介
護
拠
点
整
備

　

高
齢
者
関
連
の
施
策
は
、
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
や
社
会
保
険
庁
改
革
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。
介
護
保
険
の
見
直
し
は
現

在
、
来
年
の
通
常
国
会
へ
の
関
連
法
案
提

出
を
目
指
し
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保

険
部
会
で
見
直
し
の
方
向
性
を
検
討
中
。

障
害
者
福
祉
と
の
統
合
や
保
険
料
徴
収
対

象
年
齢
の
引
き
下
げ
な
ど
が
焦
点
と
な
っ

て
い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
し

て
は
、
介
護
関
連
施
設
や
障
害
者
施
設
の

整
備
補
助
金
を
交
付
金
と
し
て
一
本
化
し

た
「
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
交
付

金
」
を
創
設
す
る
。
個
別
施
設
ご
と
に
補

助
す
る
従
来
の
方
式
で
は
な
く
、
市
町
村

が
日
常
生
活
圏
域
単
位
で
必
要
な
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
で
き
る
仕
組
み
に

改
め
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
広

域
型
施
設
は
、
都
道
府
県
が
策
定
す
る
整

備
計
画
に
沿
っ
て
支
援
す
る
。
市
町
村
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は
、
中
学
校
区
程
度
を
基
本
に
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
圏
域
ご
と
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
把
握
し
、
通
所
や
訪
問
介

護
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
小
規
模
多
機
能
拠
点
や
障
害
者
向
け
の

小
規
模
通
所
授
産
施
設
な
ど
、
今
後
必
要

な
拠
点
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。
一

方
、
都
道
府
県
は
、
広
域
型
施
設
の
整
備

を
担
当
。　

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業

０７

支
援
計
画
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
施

設
の
設
置
や
既
存
施
設
の
個
室
・
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
化
を
進
め
る
整
備
計
画
を
定
め

る
。
国
は
、
各
自
治
体
の
整
備
計
画
案
を

審
査
し
、
国
の
基
本
方
針
に
合
致
し
た
計

画
に
対
し
交
付
金
を
配
分
す
る
。

　

社
会
保
険
庁
の
改
革
で
は
２
７
９
億
円

を
計
上
。　

年
度
の
納
付
率
が　

・
４
％

０３

６３

と
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
対
策
で

は
、
国
民
年
金
推
進
員
に
よ
る
戸
別
訪
問

の
強
化
、
業
界
団
体
へ
の
保
険
料
収
納
委

託
、
保
険
料
納
付
状
況
証
明
書
の
通
知
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
転
業
や
転
職
時
を
含

め
、
勧
奨
し
て
も
届
け
出
を
行
わ
な
い
人

に
対
し
て
は
、
職
権
を
適
用
し
、
国
民
年

金
に
強
制
加
入
す
る
制
度
も
導
入
す
る
。

厚
生
年
金
に
つ
い
て
も
、
未
適
用
事
業
所

へ
の
巡
回
説
明
や
加
入
指
導
の
強
化
な
ど

を
実
施
す
る
。

　

国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
で
は
、
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
と
も
に
、
定
期
的
に
年

金
の
納
付
実
績
を
通
知
す
る
制
度
を
始
め

る
。
直
近
１
年
間
の
加
入
状
況
を
知
ら
せ

る
方
針
で
、
国
民
年
金
は
確
定
申
告
時
の

証
明
書
と
し
て
も
利
用
し
て
も
ら
う
。
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
個
人
情

報
が
漏
え
い
し
た
疑
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

年
度
に
引
き
続
き
個
人
情
報
保
護
の
た

０４め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
計
上
し
た
。

◆
障
害
者
の
就
労
を
支
援

　

こ
の
ほ
か
の
施
策
で
は
、
障
害
者
の
雇

用
・
就
労
支
援
と
職
業
能
力
開
発
の
充
実

と
し
て
、
３
０
１
億
円
を
計
上
。
精
神
障

害
者
の
復
職
・
雇
用
促
進
、
在
職
精
神
障

害
者
の
雇
用
継
続
に
取
り
組
む
事
業
主
に

対
し
、
総
合
的
・
体
系
的
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
の
職
業
生
活
へ

の
移
行
を
円
滑
に
図
る
た
め
の
支
援
技
法

を
開
発
す
る
。
在
宅
重
度
障
害
者
に
関
し

て
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
た

仕
事
の
受
注
・
分
配
な
ど
を
行
う
在
宅
就

労
支
援
事
業
者
（
バ
ー
チ
ャ
ル
工
房
）
に

対
す
る
補
助
事
業
を
創
設
。
工
房
を
利
用

す
る
障
害
者
の
技
術
習
得
に
関
す
る
支
援

を
実
施
す
る
。
生
活
保
護
に
関
連
し
て

は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
社
会
参
加
と
自

立
支
援
を
進
め
る
た
め
、
都
道
府
県
や
市

の
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
仮
称
）

策
定
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
支

援
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。
欧
米

で
の
事
例
を
参
考
に
、
先
進
的
な
取
り
組

み
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
在
り
方
な
ど
を
示
し
、

自
治
体
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
促
す
。

（
時
事
通
信
社　

門
馬　

淳
）

都道府県別市町村数（平成１６年１１月１日現在）

計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

7111601248岡 山 県271017413富 山 県2123417824154北 海 道

581543142広 島 県36927621石 川 県668582434青 森 県

481335530山 口 県34826620福 井 県5813451629岩 手 県

47542735徳 島 県11718996633長 野 県691059257宮 城 県

37730030香 川 県7420542034岐 阜 県67958949秋 田 県

481236531愛 媛 県692247443静 岡 県441331427山 形 県

519421725高 知 県8732551045愛 知 県8910792752福 島 県

962472864福 岡 県571542735三 重 県7823551441茨 城 県

49742537佐 賀 県441133132滋 賀 県491237235栃 木 県

621052151長 崎 県391326125京 都 府6911582533群 馬 県

8612741658熊 本 県443311110大 阪 府904149940埼 玉 県

5811471136大 分 県802456056兵 庫 県793346541千 葉 県

44935728宮 崎 県4611351718奈 良 県39261385東 京 都

831469564鹿児島県49742636和歌山県371918117神奈川県

5211412417沖 縄 県27423122鳥 取 県4111301218山 梨 県

2,9427122,2304871,743合　 計43934430島 根 県9223692742新 潟 県

【
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て
】町
村
週
報
第

２
４
９
７
号
、
７
ペ
ー
ジ
の
図
１
「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
用
の
新
旧
」
の
中

に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。「
旅
館
業
法
」

①
ホ
テ
ル
の
１
客
室
床
面
積：

○

誤
 
「
９
㎡
」

↓
○正
 

「
９
㎡
以
上
」、
②
旅
館
の
１
客
室
床

面
積：

○

誤
 

「
７
㎡
」
↓
○正
 

「
７
㎡
以
上
」
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町
は
、
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

た
旧
双
葉
小
学
校
の
校
舎
を
業
者
に

貸
し
出
し
、
史
料
館
と
し
て
再
利
用

し
て
い
る
。
住
民
と
活
用
策
を
検
討

し
決
め
た
も
の
で
、
昭
和
の
雰
囲
気

を
感
じ
さ
せ
る
家
具
や
生
活
用
品
、

玩
具
な
ど
を
集
め
て
展
示
。
空
き
教

室
や
体
育
館
は
町
民
の
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
消
費
者
に
地
元
産
リ
ン
ゴ

の
生
産
者
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

独
立
行
政
法
人
食
品
総
合
研
究
所
等

が
運
営
す
る
青
果
物
検
索
シ
ス
テ
ム

「
青
果
ネ
ッ
ト
カ
タ
ロ
グ
」
と
提
携
。

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
入
っ
た
認
証

シ
ー
ル
を
発
行
し
、
消
費
者
が
携
帯

電
話
を
使
っ
て
生
産
者
情
報
を
入
手

で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

村
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
予

防
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
を
持

つ
保
健
セ
ン
タ
ー
運
動
療
法
室
を
開

設
し
た
。
専
門
指
導
員
を
配
置
し
、

要
介
護
高
齢
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
無
料
で
開
放
し
て
い
る
。
一

般
の
人
も
有
料
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

利
用
で
き
る
。

�

�

　

年
に
十
数
回
の
大
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
活
発
に
行

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

青
森
県

板
柳
町

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



福
島
県

広
野
町

わ
れ
て
い
る
町
は
、
二
ツ
沼
総
合
公

園
内
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
国
際
公
認

コ
ー
ス　

ホ
ー
ル
を
整
備
し
て
い

１８

る
。
ま
た
、
既
存
の
「
み
か
ん
の
里
」

９
ホ
ー
ル
と
「
二
ツ
沼
」
９
ホ
ー
ル

の
２
コ
ー
ス
も
統
合
の
上
、
国
際
公

認
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

　

町
は
、
県
内
初
の
自
治
基
本
条
例

を
９
月
に
施
行
し
た
。
条
例
は
町
の

将
来
像
や
理
念
な
ど
を
平
易
な
表
現

で
示
し
た
前
文
と　

条
で
構
成
。
自

３４

治
運
営
の
基
本
原
則
と
し
て
「
町
民

参
加
」
と
「
情
報
共
有
」
を
掲
げ
、

町
民
参
加
の
自
治
運
営
を
調
査
・
協

議
す
る
町
民
参
加
推
進
会
議
の
設
置

を
義
務
付
け
て
い
る
。

�

�

　

村
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
遠
隔
地
か
ら
稲
作
に
参
加
で
き
る

「
電
脳
百
姓
稲
作
ツ
ア
ー
」を
実
施
し

て
い
る
。
参
加
者
は
村
が
用
意
し
た

体
験
田
を
舞
台
に
、
年
に
３
回
、
田

植
え
、
草
刈
り
、
稲
刈
り
に
村
を
訪

れ
て
実
作
業
を
す
る
ほ
か
、
稲
の
生

育
状
況
は
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
る
の
が
特
徴
。

�

�

　

村
は
、
村
内
で
と
れ
る
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
や
イ
チ
ゴ
な
ど　

種
類
以
上
の

４０

野
菜
や
果
物
の
特
徴
や
収
穫
時
期
、

販
売
場
所
な
ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
旬
の
味
覚
（
あ
じ
）
ご
よ

み
」
を
作
成
し
た
。
家
庭
で
参
考
に

し
て
も
ら
う
ほ
か
、
村
内
の
温
泉
旅

館
客
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
農
業
と

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

石
川
県

柳
田
村

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

長
野
県

高
山
村

観
光
の
振
興
に
役
立
て
る
。

　

町
は
、
隣
接
す
る
水
窪
町
と
共
同

で
城
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

設
計
に
着
手
し
た
。
上
流
で
水
を
浄

化
し
て
き
れ
い
な
水
を
流
す
こ
と
で

自
然
や
環
境
を
守
っ
て
い
く
の
が
ね

ら
い
で
、
平
成　

年
４
月
の
供
用
開

２０

始
を
目
指
す
。
完
成
後
の
下
水
道
普

及
率
は
約　

％
と
な
る
見
通
し
。

５５

�

�

　

町
は
、
古
き
良
き
伝
統
を
後
世
に

伝
え
、
心
の
豊
か
さ
を
取
り
戻
す

き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
地
域
で
行

わ
れ
て
き
た
年
中
行
事
を
解
説
し
た

冊
子
「
淡
路
の
里
に
暮
ら
す
─
東
浦

の
ま
つ
り
ご
と
暦
」
を
作
成
し
た
。

Ａ
５
判
、
１
１
２
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー

で
、
約
４
０
０
０
部
発
行
し
、
町
内

全
戸
に
配
布
し
た
。

　

合
併
を
し
な
い
で
単
独
で
存
続
し

て
い
く
こ
と
に
し
た
村
は
、
各
自
治

会
が
独
自
に
地
域
の
問
題
を
考
え
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
計
画
」（
Ｃ
計
画
）

を
策
定
し
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
性

化
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

�

�

　

単
独
で
の
存
続
を
選
択
し
た
町

は
、「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。自
立
へ

向
け
た
産
業
振
興
策
の
一
環
と
し
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

兵
庫
県

東
浦
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

島
根
県

海
士
町

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
商
工
会

や
漁
協
、
Ｊ
Ａ
な
ど
民
間
の
策
定
委

員
会
と
も
意
見
を
す
り
合
わ
せ
、
今

年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ぶ
米
国
エ
ル
バ
ー
ト
ン
市
が　

年
余

２０

の
交
流
を
記
念
し
て
同
市
で
桜
の
記

念
植
樹
を
行
う
に
当
た
り
、
植
樹
費

用
の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
え
る
町

民
を
募
っ
た
。
負
担
費
用
は
桜
の
苗

木
１
本
６
０
０
０
円
で
、
１
０
０
本

分
を
募
集
。
苗
木
に
は
負
担
者
名
を

記
し
た
プ
レ
ー
ト
を
添
付
す
る
。

　

町
は
、
宗
像
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

と
共
同
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地
と
し

て
有
名
な
恋
の
浦
海
岸
を
舞
台
に
、

子
ガ
メ
が
海
に
向
か
う
姿
を
実
写
も

交
え
て
描
い
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
専

用
の
ア
ニ
メ
映
画
「
小
さ
な
う
み
が

め
の
物
語
」
を
制
作
し
た
。
上
映
時

間
は
約　

分
。

２５

　

町
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

担
い
手
を
養
成
す
る
「
安
心
院
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
大
学
」
を

町
と
協
力
し
て
開
講
す
る
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。町
立
安
心
院
の
里

交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
等
で
各
種
研
修

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
、
平
成　

年
１７

３
月
ま
で
の
開
講
を
目
指
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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情 報
　

滋
賀
県
町
村
会
は
十
月
一
日
付
け
で
次

の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

(

                         　
   
十
月
一
日
付
就
任
）

滋
賀
県
町
村
会
長

高
島
郡
高
島
町
長 

萬  
木 

ゆ
る 

ぎ 
綱 こう 
一 いち

昭
和
十
三
年
一
月
二
十
七
日
生

【
住
所
】滋
賀
県
高
島
郡
高
島
町
大
字
勝
野

一
二
二
二
番
地

【
町
村
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭

和
四
十
八
年
高
島
青
年
会
議
所
理
事
長
▽

五
十
一
年
日
本
青
年
会
議
所
近
畿
地
区
滋

賀
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
副
会
長
▽
五
十
八
年

高
島
町
議
会
議
員
▽
六
十
三
年
高
島
町
長

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
四
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
九
年
滋
賀

県
町
村
会
監
事
▽
平
成
十
一
年
滋
賀
県
町

村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽　

近
江
高
島
駅
前
ガ
リ

JR

バ
ー
メ
ル
ヘ
ン
広
場
建
設
▽
生
涯
学
習
施

設
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
」
建
設
▽　
JR

近
江
高
島
駅
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
▽

観
光
施
設
「
び
れ
っ
じ
」
１
―
４
号
館
開

設
▽
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
▽

小
・
中
学
校
体
育
館
建
設
▽
防
災
セ
ン

タ
ー
建
設
▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
温
水
プ
ー
ル
・
屋
根
付

多
目
的
広
場
）
建
設

【
趣
味
】
読
書

【
家
族
】
妻
、
息
子
夫
婦
、
孫
一
人

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　全国町村会など地方六団体はこのほど、三位

一体改革の推進に関する活動を自治体関係者や

広く国民に紹介するため、専用のホームページ

を開設しました。

　地方六団体共通の報道発表資料や、実行運動

の状況をはじめ、各団体個別の情報も掲載して

います。またホームページ内には「地方分権苦

情センター」を設け、地方六団体の改革案に対

する反対・妨害等の実態や、補助事業の実施に

際し、自治体の担当者が直面している問題点や

改善を要すべき事柄を収集しています。

　町村長各位はじめ町村職員の皆様方におかれ

ましては、情報収集等に際し、積極的なご活用

をいただきますようお願い申し上げます。

�

【お問い合わせ】

全国町村会　広報部　０３（３５８１）０４８６

三位一体改革推進ネット
http://www.bunken.nga.gr.jp/sanmi/

「三位一体改革推進ネット」開設のお知らせ

　

�
日
本
生
態
系
協
会
で
は
、
昨
年
に

続
き
持
続
可
能
な
自
治
体
づ
く
り
を
支

援
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参

加
者
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

１
、
開
催
趣
旨

　

戦
後
の
経
済
発
展
に
よ
り
、
私
た
ち

は
大
変
豊
か
な
生
活
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
質
的
な
豊
か

さ
を
追
い
求
め
た
結
果
、
自
然
や
文
化

な
ど
、
経
済
発
展
と
い
う
価
値
観
で
は

計
れ
な
い
最
も
大
切
な
基
本
財
産
を

失
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
日
本
各
地
で

同
様
の
問
題
を
抱
え
る
な
か
、
目
先
の

利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
を
生
か
し

た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か

ら
の
中
心
的
課
題
と
な
る
持
続
可
能
な

自
治
体
づ
く
り
と
は
何
か
を
考
え
る
場

を
提
供
し
、
国
内
外
の
現
状
や
課
題
、

並
び
に
取
り
組
み
の
手
法
や
そ
の
効
果

な
ど
を
紹
介
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

２
、
開
催
概
要

�
日
時：

平
成　

年　

月　

日
�

１６

１１

１５

　

：

　

〜　

：

　

１３

００

１７

３０

�
会
場：

ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
中
央
区
銀
座
７
―
９
―　

）
１４

�
主
催：

�
日
本
生
態
系
協
会

�
後
援：

環
境
省
、
国
土
交
通
省
、

農
林
水
産
省
、
東
京
都
、

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会
、

日
本
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
会

�
対
象：

都
道
府
県
知
事
、

市
町
村
長
、
行
政
職
員
、

市
民
、
民
間
団
体
、
企
業
ほ
か

�
参
加
費：

無
料

�
定
員：

５
０
０
名

�
使
用
言
語：

日
・
独
語
（
逐
次
通
訳
）

３
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

�
開
会　

：

　
（
受
付
開
始　

：

３
０
）

１３

００

１２

�
基
調
講
演
「
持
続
可
能
な
発
展
」

池
谷　

奉
文

�
日
本
生
態
系
協
会
会
長

�
講
演
①
「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

持
続
可
能
な
都
市
」

フ
ォ
ル
ク
ハ
ー
ド
・
ゲ
ル
マ
ー

ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
市
長

�
講
演
②
「
美
し
く
自
立
す
る
豊
岡

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
」

中
貝　

宗
治　

兵
庫
県
豊
岡
市
長

�
講
演
③
「
地
域
自
立
の
た
め
の

条
件
」

浅
野　

史
郎　

宮
城
県
知
事

�
総
括

月
尾　

嘉
男

東
京
大
学
名
誉
教
授

�
閉
会　

：

　
１７

３０

�
懇
親
会　
　

：

　

―　

：

　

１７

５０

１９

３０

（
有
料
・
希
望
者
の
み
）

４
、
申
込
み
問
合
せ
先

�
日
本
生
態
系
協
会

持
続
可
能
な
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

�　
０
３
―

５
９
５
１
―

０
２
４
４

�　
０
３
―

５
９
５
１
―

２
９
７
４

�　head_office@
ecosys.or.jp

            
            

�　http://w
w
w
.ecosys.or.jp/

        
 
 
              

eco-japan/
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随 想
   
伊
方
町
は
愛
媛
県
の
西
部
、
九
州
に

向
か
っ
て
突
き
出
し
た
佐
田
岬
半
島
の

付
け
根
に
あ
り
ま
す
。
人
口
約
６
６
０

０
人
、
小
型
底
引
き
網
漁
を
中
心
と
し

た
沿
岸
漁
業
と
柑
橘
栽
培
が
盛
ん
で
、

日
本
一
の
愛
媛
み
か
ん
の
主
産
地
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

古
く
は
、
イ
ワ
シ
や
サ
バ
な
ど
の
沿

岸
漁
業
で
栄
え
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
養
蚕
を
経
て
、
戦
後
は
柑
橘
栽

培
が
急
速
に
進
み
、
今
で
は
耕
地
の
ほ

と
ん
ど
が
柑
橘
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

温
州
み
か
ん
に
始
ま
り
、
伊
予
柑
や
デ

コ
ポ
ン
な
ど
の
晩
柑
類
、
ハ
ウ
ス
み
か

ん
と
続
く
周
年
栽
培
で
、
厳
し
い
産
地

間
競
争
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
特
徴
的
な
産
業
に
、
酒
づ
く
り

に
た
ず
さ
わ
る
杜
氏
集
団
が
あ
り
ま

す
。
藩
政
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う

古
い
伝
統
を
誇
り
、
明
治
後
期
に
は
朝

鮮
半
島
を
は
じ
め
、
九
州
や
四
国
一
円

に
１
０
０
０
人
あ
ま
り
が
酒
づ
く
り
に

従
事
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
後
継

者
難
と
酒
造
場
の
減
少
等
に
よ
り
、
今

で
は
杜
氏　

名
と　

人
あ
ま
り
の
従
事

１３

３０

者
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
四

国
一
の
杜
氏
集
団
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
４
月
に
は
、
自
慢
の
新
酒
を
持

ち
寄
り
自
醸
酒
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
年
の
清
酒
の
出
来
ば
え
を
競
い
合

い
、
伝
統
技
術
の
保
存
伝
承
に
努
め
て

い
ま
す
。
こ
の
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た

清
酒
は
、
市
販
酒
と
は
違
い
、
格
別
の

味
わ
い
が
あ
る
た
め
、
左
党
に
珍
重

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
は
、
お
お
ら
か
さ
と
進
取
の

気
性
を
合
わ
せ
持
っ
て
お
り
、
南

予
（
愛
媛
＝
伊
予
の
南
部
）
人
気
質

ら
し
い
昔
話
�
ト
ッ
ポ
話
�
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
ポ
と
は
、

奇
想
天
外
で
愉
快
な
意
味
で
す
。

そ
の
一
つ
に
「
お
ら
ん
と
こ
の
山
は

の
う
、　

里
も
あ
る
が
ぞ
。
富
士

１３

山
の　

倍
じ
ゃ
。
そ
が
い
に
高
い

１５

山
じ
ゃ
け
ん
、
風
で
倒
れ
た
ら
い

　■
 

�
キ
ラ
リ
と
光
る
�
ま
ち
づ
く
り

愛 媛 県

 伊  方 町 長
い かた

中 元 清 吉

佐田岬半島佐田岬半島

八幡神社秋期大祭八幡神社秋期大祭

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh　

今
年
で
三
〇
周
年
を
迎
え
た
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
集
大
成
を
行
う
と
と

も
に
、
数
次
に
わ
た
る
政
策
領
域
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。本

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
わ
が
国
の
分
権
・
市
民
社

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
都
市
・
地
方
政
府
の
視
点
か
ら
幅
広

く
議
論
す
る
予
定
で
す
。そ
の
過
程
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
入
り
口
に
立
っ
た
わ
が

国
の
政
治
・
社
会
の
構
図
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
き
ま
す
。

※
主
催　

総
合
研
究
開
発
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

※
開
催
日
時　

平
成　

年　

月
３
日
�

１６

１２

　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

３０

※
会
場　

マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン（
東
京
都
千
代
田
区
）

※
参
加
費　

無
料

※
プ
ロ
グ
ラ
ム（
予
定
）

一
、
基
調
講
演

分
権
・
市
民
社
会
へ
の
課
題
と
展
望（
仮
題
）

講
演
者　
神
野
直
彦　
東
京
大
学
経
済
学
部
長

二
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
モ
デ
レ
ー
タ
ー
】

福
原
義
春 

株
式
会
社
資
生
堂
名
誉
会
長

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

大
西　

隆 

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

大
原
謙
一
郎 

大
原
美
術
館
理
事
長

鎌
田　

司 

共
同
通
信
社
論
説
委
員

工
藤
裕
子 

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
助

教
授

熊
倉
浩
靖 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぐ
ん
ま
代
表
理
事

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

　

神
野
直
彦

※
お
問
い
合
わ
せ

日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
内
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
三

〇
周
年
ソ
ー
シ
ャ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
・フ
ォ
ー
ラ
ム
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―
３
５
０
８
―
１
２
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―
３
５
０
８
―
１
６
９
５

E-m
ail

nira@
convention.co.jp

   
    
     
                

※
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
申
込
可
能
で
す
。

※
参
加
申
込
締
切
り　
　

月　

日

１１

３０
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―
分
権
・
市
民
社
会
に
お
け
る
市
民
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
都
市
・
地
方
政
府
を
展
望
す
る
―
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随 想

け
ん
思
う
て
、
横
に
寝
か
せ
て
あ
る

が
よ
」
と
、
鼻
高
ら
か
に
お
国
自
慢
を

し
た
そ
う
な
…
。
こ
の
横
に
寝
か
せ

て
あ
る
山
が
、
私
た
ち
の
住
む
日
本

一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
で
す
。

　

町
の
も
う
一
つ
の
顔
は
、
四
国
で
唯

一
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
こ
と
で

す
。
昭
和　

年
に
町
が
誘
致
に
乗
り
出

４４

し
、
昭
和　

年
に
１
号
機
、
昭
和　

年

５２

５７

に
２
号
機
、
平
成
６
年
に
３
号
機
が
営

業
運
転
を
開
始
。
今
で
は
、
四
国
の
電

気
の
約
４
割
を
ま
か
な
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
半
島
部
特
有
の
風
を
利
用

し
、
風
力
発
電
施
設
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
今
年
度
２
基
（
８

５
０
�
）、
さ
ら
に　

基
（
１
５
０
０

１２

�
）
の
建
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
隣

町
の
瀬
戸
町
、
三
崎
町
で
も
建
設
済
み

　

基
、
建
設
中
（
一
部
計
画
含
む
）　

１１

２２

基
あ
り
、
町
村
合
併
が
計
画
ど
お
り
進

み
ま
す
と
、　

基
の
風
車
が
半
島
の
尾

４７

根
づ
た
い
に
林
立
す
る
全
国
に
誇
れ
る

「
風
車
の
町
」
に
な
り
ま
す
。

　

町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
県
下

一
の
潟
湖「
亀
ヶ
池
」が
あ
り
ま
す
。
こ

の
池
に
隣
接
す
る
漁
港
を
核
と
し
た
国

の
ふ
れ
あ
い
漁
港
整
備
事
業
と
県
の
農

業
（
親
水
）
公
園
整
備
に
合
わ
せ
、
半

信
半
疑
で
温
泉
掘
削
を
試
み
た
と
こ

ろ
、
昨
年　

月
に
地
下
１
５
０
０
�
か

１１

ら
毎
分
１
７
３
�
、
し
か
も　

℃
と
い

４６

う
高
温
水
が
湧
出
し
ま
し
た
。
分
析
の

結
果
、
弱
ア
ル
カ
リ
泉
質
で
、
慢
性
消

化
器
病
、
冷
え
性
な
ど
数
多
く
の
効
能

が
あ
り
、
療
養
泉
と
し
て
疲
労
回
復
や

健
康
増
進
に
打
っ
て
付
け
と
の
折
り
紙

付
き
で
し
た
。
町
で
は
地
名
か
ら

「
亀
ヶ
地
温
泉
」
と
名
付
け
、
今
秋　

月
１１

よ
り
仮
設
の
温
浴
施
設
を
オ
ー
プ
ン
致

し
ま
し
た
。
道
後
温
泉
に
次
い
で
四
国

で
２
つ
目
の　

度
以
上
の
温
泉
で
す
。

４５

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

な
お
本
格
施
設
は
、
今
年
度
中
に
構

想
を
ま
と
め
、
来
年
度
に
着
工
。
周
辺

の
自
然
環
境
と
マ
ッ
チ
し
、
地
元
住
民

と
都
市
と
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
�
健
康

の
拠
点
づ
く
り
�
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

新
鮮
な
魚
貝
類
、
年
中
取
れ
る
柑
橘

類
、
手
作
り
の
日
本
酒
、
風
光
明
媚
な

景
観
と
良
質
の
天
然
温
泉
等
々
、
豊
か

な
自
然
を
活
用
し
た
滞
在
型
の
観
光
客

誘
致
が
目
標
で
す
。

　

伊
方
町
は
今
、
隣
接
の
瀬
戸
町
と
三

崎
町
と
の
３
町
で
、
町
村
合
併
を
進
め

て
い
ま
す
。
す
で
に
合
併
調
印
式
を
終

え
、
３
町
の
議
会
承
認
も
い
た
だ
き
、

最
終
調
整
の
段
階
を
迎
え
ま
し
た
。
来

春
４
月
１
日
に
は
、
新
し
い
町
「
伊
方

町
」
の
誕
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
町
に
な
り
ま
し
て
も
、
人
口
１
３

０
０
０
人
あ
ま
り
で
す
が
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
�
キ
ラ
リ
と
光
る
�
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

詳しい業務内容は・・・http://www.jfm.go.jp/ 
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車両共済のご案内 
（自動車総合保険の車両保険） 

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら、 

車両共済（保険）は、お車が衝突接触・火災・盗難・台風・いたずらなどの 
偶然な事故によって損害を被った場合に共済（保険）金をお支払いします。 

 

免責なしのタイプ　 

お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください。 

株式会社  千 里 
（取扱代理店） 

●フリーダイヤル　0120-731-087　（受付時間　月～金　午前９時３０分～午後５時） 
　 お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください。 
●ＦＡＸ番号　　　 03-3519-7325 
●ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｓａｔｏ-ａｇ．ｃｏ．ｊｐ 
〒１００－００１４　　東京都千代田区永田町１－１１－３２　全国町村会館西館内 
 

 

お車の条件　 

一般車両 
 

車両免責なし 車両免責５万円 

車対車+Ａ 
 

●「車両共済（保険）制度」は、全国町村職員生活協同組合と株式会社損害保険ジャパンとが集団扱契約を締結し、実施しているものであります。 

（※）上記掛金（保険料）は、町村生協の自動車共済で過去３年間無事故（９等級）の場合です。 
　　なお、掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。 

・通常に新規でご加入するよりも  
（町村生協の自動車共済で過去３年間無事故の場合は、９等級からスタートします。 
  詳しい内容につき ましては、取扱代理店の（株）千里にお問い合わせください。 ） 
 

・集団扱契約によりさらに 

で「車両共済(保険)」にご加入できます。 

掛金（保険料）例 

◎補償範囲・免責金額（自己負担額）は、各種加入タ
イプがあります。 

◎年齢・ご家族・ご夫婦など運転される方を限定する
と保険料が割引になります。 

　また、新車やエコカーなどはさらに保険料が割引
になります。 

車　　  　名　　 トヨタ　カローラ　　　 
型　　　  式　　 ＮＺＥ１２１　　　　　　 
初 度 登 録　　 平成１５年１月　　　　　 
年 齢 条 件　 ３０歳以上（家族限定） 
共済（保険）金額　   １６０万円　 

５１,０３０円 
 
２４,８９０円 

４２,４００円 
 
２０,６８０円 

４０％割引 

５％割引 


